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コロナ禍での開催とあって規模を縮小してではありましたが、研

修会を開催できたことにホッとしています。今回の研修は、９月下

旬に計画を立てていました。１ヶ月延期でしたが、他校からは、１３

名の先生方に、また本校からは、１年生の担任３名の方にご参加

いただきました。認定 CST（コア・サイエンス・ティーチャー）のいる

市内６校の小学校から１名の参加を募りました。中でも、６年目ま

での若手教員、また理科の授業経験の浅い教員を対象に、理科

の研修をしていただきました。 

このように、CST の役割は、市内の教員の理科指導力向上を図り、理科の授業の楽しさや、教材の工夫

を伝えていくことも一つです。 

さて、今回の研修会では、理科の授業で「ロイロノート」をどのように活用するか、顕微鏡や大型電子黒

板を介しての授業づくりを目玉にしました。また、「シンキングツール」の使い方も紹介しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜研修内容＞ 

１．研修用ロイロ IDでのログイン 

  他校の先生方と画面共有可能になります。 

2．顕微鏡でカボチャの花粉を観察 

  ロイロで写真撮影し、観察カードを書く。 

３．大型電子黒板で観察記録を共有する。 

  提出箱→比較→返却 

４．シンキングツール Y/X/Wチャート 

  月についての知識、課題、習熟把握 

５．教材紹介と、アンケート 

理科しませんか？通信 


